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被
災
地
の
人
材
確
保
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
六
年
余
り
が
過
ぎ
た
。
地
震
や
津
波
、
あ
る
い
は
原
発
事
故
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の
企
業
の
活
動
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
観
光
業
に
お
い
て
は
、
回
復
し
て
は
い
る
も
の
の
、
風
評
被
害

の
影
響
も
あ
り
、
全
国
の
状
況
と
比
べ
て
大
き
く
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、
水
産
加
工
業
の
回
復
も
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
被
災
直
後
の
平
成
二
十
三
年
に
大
幅
に
減
少
し
た
も
の
の
、
平
成
二
十
六
年
に
は
概

ね
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
お
り
、
着
実
に
復
興
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

他
方
、
雇
用
状
況
を
み
る
と
、
震
災
直
後
の
平
成
二
十
三
年
四
月
に
は
〇
・
四
五
倍
に
ま
で
低
下
し
た
有
効
求
人
倍
率
は
、

平
成
二
十
七
年
に
お
い
て
は
、
各
県
と
も
一
倍
を
超
え
、
概
ね
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
雇
用
者
数
も
震
災
前
の
水
準
ま

で
回
復
し
て
い
る
が
、
一
部
の
産
業
や
地
域
で
は
、
避
難
に
よ
る
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い

な
い
地
域
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

厚
生
労
働
省
が
平
成
二
十
八
年
三
月
に
と
り
ま
と
め
た
『
被
災
三
県
の
雇
用
に
つ
い
て
〜
震
災
後
五
年
を
振
り
返
っ

て
〜
』
に
よ
れ
ば
、
特
に
建
設
、
医
療
・
福
祉
、
水
産
加
工
業
に
お
い
て
人
材
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
全

一



国
的
に
有
効
求
人
倍
率
が
高
く
、
人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
未
経
験
者
で
あ
っ
て
も
就
業
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
被
災
地
に
お
け
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
を
し
て
い
く
の
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


